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岐阜県荘川村に分布する手取層群は，ジュラ紀中期末～白亜紀前期に形成されたと考えられる地層である。調査地

域の手取層群は，貝化石（KobayashiandSuzuki，1937など）などの古生物学的研究が行われてきた。層序学的な研究

には，窟由之（1940）・前田四郎（1952）などがある。とくに，1990年代に調査地域周辺で，恐竜化石があいついで

発見され（岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会，1993など），ふたたび古生物学的に注目されている。いっほう，堆

積環境については，浅い海や三角州，河川，湖などとされている（公文・加納，1991）が，堆積学的な研究が少ない
ため，詳しくわかっていない。

本報告では，調査地域の地質調査を行って地質図を作成し，露出のよい露頭でくわしい柱状図を作成した。これら
の柱状図から堆積相解析をおこない，堆積環境を推定した。その結果，調査地域の手取層群は，下部と中部にラグー
ン（エスチュアリー）の堆積相がみられ，大きな河川と海との境界部に発達した堆積物であること分かった。

2．地質の概要

調査地域の荘川村には，庄川支流の尾上郷川・御手洗川の流域にひろく手取層群が分布している。手取層群は，東

西方向の向斜軸を持ち西側にひらいた半盆地状の構造を持っている（Fig．1）。そのほか調査地域には，変成岩類およ

び古期花崗岩類・中一塩基性深成岩類・濃飛流紋岩類・第四紀の火山噴出物が分布している。

変成岩類および古期花崗岩類は，調査地域東部に分布している（通商産業省資源エネルギー庁，1978）。変成岩類は

主に角閃岩・片麻岩・変閃緑岩から構成され，古期花崗岩類は傍白質花崗岩・黒雲母花崗岩などから構成され，飛騨

帯に属するものと考えられる。中一塩基性深成岩類は閃緑岩・斑れい岩からなり，尾上郷川より北側の地域と調査地
域東部に分布している。とくに調査地域東部のものは牧戸苦鉄質複合岩体（神谷・原山，1982）とよばれている。こ

れらは手取層群に買入し，周囲の地層に熱変成を与えている。濃飛流紋岩類は調査地域の南西部に分布し，手取層群

を不整合におおっている。第四紀の火山噴出物は調査地域西部を広くおおい，その岩質は主に安山岩の角礫を含む凝

灰角礫岩である。

3，滴IIi村に分布する手取居群の居序について

調査地域の地質図をFig．1に，手取層群の模式層序をFig．2にしめす。

荘川村に分布する手取層辞は，下位から，牛丸累層・赤歩危累層・御手洗累層・大谷山累層・大黒谷累層・アマゴ

谷累層・大倉累層・別山谷累層の8層に区分される。これらは整合に重なり，積算層厚は3000m以上になる。手取層

群は，ふつう九頭竜亜層群・石徹白亜層詳・赤岩亜層群に区分されているが，牛丸累層・赤歩危累層・御手洗累層が
九頭竜亜層群に，大谷山累層・大黒谷累層・アマゴ谷累層が石徹白亜層辞に，大倉累層・別山谷累層が赤岩亜層群に

対比されてきた（前田，1952）。

牛丸累層

調査地域の手取層群の最下部の地層で，砂岩・礫岩を主体とする下部と，砂岩・頁岩を主体とする上部とに区分さ
れる。牛丸累層下部は，最下部の層準に片麻岩や花崗岩・角閃岩などの亜角礫からなる礫岩が存在する（Fig．7）。こ

れらの礫は直径15cm～40cm位で，周辺に分布する飛騨帯起源の岩石と考えられる。砂岩はアルコース質で，優白色

の花崗岩の小礫がまじることがある。

牛丸累層上部の頁岩層は，My′ene（Mesocorbicura）teioriensis，Melanoidessp．などを層状に含んでいる。砂岩には，粗

粒一中粒砂岩から細粒砂岩・砂岩頁岩互層へと上方細粒化する小サイクルが見られる。牛丸累層の層厚は約300mで

ある。
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Fig．1荘川村地域の地質図

変成岩類と古期花崗岩類の分布については、通商産業省資源エネルギー庁（1978）による。

凡例1．第四紀の火山噴出物　2．未団結な砂屑　3．漉飛流紋岩類　4．中一塩基性深成岩類　5－12．手取層詳（5．別山谷累屈　6．大倉累層　7．アマゴ谷累

層　8．大黒谷累層　9．大谷山累層10．御手洗累層11．赤歩危累層12．牛丸累層）13．変成岩類・古期花崗岩類14．断層15．向斜軸
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岐阜県荘川村に分布する手取届洋の堆積相と堆積環境

赤歩危累層

主として，上方細粒化する小サイクルの見られる砂岩層
と植物化石を含む砂岩頁岩互層とから構成される。層厚は

約200mである。

御手洗累層

御手洗累層は，下部と上部にシルト質な貴君が，中部に
は砂岩泥岩互層，砂岩が分布している。下部と上部のシル

ト質頁岩は，アンモナイト・ベレムナイト・イノセラムス，

その他の二枚貝化石を含む。中部の砂岩には，チャートや

酸性火山岩からなる礫岩がみられ，ベレムナイトやシジミ

型をした貝化石を産出する。御手洗累層の層厚は，約130m

である。御手洗累層の地質時代は，アンモナイト・イノセ

ラムスからジュラ紀Callovian－Oxfbrdianとされている（前

田，1952）。

大谷山累層

主に，層理があまり発達しない塊状の中粒砂岩と砂岩泥

岩互層から構成される。上部では，チャート・安山岩の円

礫からなる礫岩もみられる。これらの礫の大きさは0．5cm
－2cm位である。砂岩層にはMyrene（Mesocol・bicura）

納め庇郡毎Ostnasp．が含まれ，とくに最下部付近の礫質砂岩

は，ベレムナイトを含む。また，砂岩泥岩互層は単層の厚

さ10cm～20cmで，Myrene（Mesocorbicura）taOT・iensis，Ostrea

sp．を含むことがある。層厚は800m以上と推定される。

大黒谷累層

大黒谷累層は頁岩・砂岩泥岩互層・砂岩から構成される。
砂岩には上方細粒化する小サイクルがみられる。頁岩・砂

岩泥岩互層には，保存の良い植物化石やUnioogamigoensis，

Spheriumsp．，Vi叫）aTuSSp．などの貝化石が含まれる。本層か

らは，恐竜や小型ハチュウ類などの脊椎動物化石が発見さ

れている。層厚は約220mである。

アマゴ谷累層

主に砂岩・砂岩泥岩互層からなる。粗粒一中粒砂岩から
細粒砂岩・頁岩へ上方細粒化する小サイクルが多数認めら
れる。砂岩泥岩互層は，単層の厚さが20cm～40cm位であ

る。植物化石のほか，貝化石・脊椎動物化石を産出する

（岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会，1993）。層厚は約
600mである。

大倉累層

主に厚層の粗粒砂岩からなり，礫岩や頁岩がともなわれ
る。粗粒砂岩には，直径8cm～20cmのオーソコーツアイト

の円礫が点在することが多い。礫岩は厚さ2m～4mくらいで
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Fig．2　荘川村地域の手取層群の模式層序と岩相

凡例1．おもに花崗岩，片麻岩類の亜角礫　2．おもにオーッコー

ツアイトからなる円礫　3．おもにチャート・酸性火山岩からなる

細礫～小礫　4．砂岩　5．砂岩泥岩互層

ほとんどがオーッコーツアイトの円礫からなる。頁岩

は有機物に富み，上位の粗粒砂岩にけずられることがある。層厚は約400mである。

別山谷累層
上方細粒化の小サイクルがみられる砂岩と砂岩泥岩互層とから構成される。砂岩には，大倉累層と同様に，オーソ

コーツアイト礫が点在して含まれる。上部では，砂岩泥岩互層が厚く発達するようになる。層厚は200m以上と推定

される。



堆積相A

（松山谷・大谷山累居）

ハンモック状斜交層理

堆積相B

（松山谷・
堆積相C

（野ノ俣

大谷山累層）　　御手洗累居）

レンズ状眉理
＝i

堆積相D　　　　・堆横柄E 堆積相F
（牧戸・牛丸累層）（展上郷Iii東俣・大黒谷暴虐）（尾上郷川東俣・

アマゴ谷累層）

Fig．3　堆積相の区分

堆積相G

（オオシウド谷・大倉累屠）
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岐阜県荘川村に分布する手取層群の堆積相と堆積環境 77

凡例
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Fig．4　調査地域の手取層群の柱状図　A，B，C，D，E，F，Gは堆積相をあらわす。
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4。堆積相と堆積環境

ルートマップ，ll100の露頭柱状図，および露出良好なルートの詳細な柱状図をもとに，荘川村地域の手取層群を，

岩相や堆積構造の違いから，以下に述べる堆積相A～Gまでの7つの堆積相に区分した（Fig．3，Fig．4）。

堆積相A

泥質分をほとんど含まない中粒一粒粒の砂岩から構成される。層理があまりみられず，ときには20m以上の厚さに

なる。中粒の砂岩からなり分級のよい部分と小さな礫がまじる部分がみられる。一部で，トラフ型斜交薬理やハンモ

ック状斜交層理が発達する。トラフやハンモックの基底には，円礫やシジミ型の貝・カキ・ベレムナイトなどが配列

することがある。本桐は，大谷山累層に代表的に認められ，御手洗累層の中部にも分布している。

堆積環境　上部外浜～前浜
ハンモック状斜交層理やトラフ型斜交薬理で特徴づけられる砂岩層は，一般に暴浪時波浪限界より浅い外浜域で形

成される岩相である。（斉藤，1989）とくに堆積層Aでは，泥質分をほとんどふくまない砂岩だけからなるため，上部

外浜より浅い部分で形成されたと推定される。

堆積相B

厚さ1m－2m程の中粒一粒粒砂岩層と薄い頁岩との互層から，不淘汰な細粒砂岩と頁岩の互層にうつりかわる。堆

積相上部の砂岩と頁岩は，厚さ10－30cm位で互層している。平行葉理やウェーブリップル（Fig．8），ハンモック状斜

交層理（Fig．9）が観察される。砂岩部に，Myrene（MesocoIbicuT・a）tetoriensisやOstreasp．などの貝化石が含まれるこ

とがある。大谷田累層および御手洗累層中部に認められる。

堆積環境　内側陸棚～下部外浜

ウェーブリップルやハンモック状斜交層理は，一般に外浜域を特徴づけるが，堆積層Bでは頁岩層がふくまれ，よ

り深い下部外浜～内側陸棚の環境が推定される。内側陸棚では，嵐の時に陸からの強い流れで砂が運ばれ堆積し，晴

天時には，泥が静かに降りつもって堆積する（西村ほか，1995）。砂岩部にみられる貝化石は，暴浪時に陸側から運ば

れてきたものと考えられる。

堆積相C

シルト質の黒色頁岩からなり，アンモナイト・ベレムナイト・イノセラムス・海棲二枚貝など多数の海棲動物化石

が含まれる。内部堆積構造は観察されないが，大きさ数mmの泥のパッチが含まれる。御手洗累層の下部と上部を構

成する。

堆積環境　外側陸棚

砂岩層をはさまないシルト質の頁岩層は，外側陸棚で形成されたと考えられる。外側陸棚では，波の力は海底面に
とどかないので堆積構造はつくられず，泥とたまに運びこまれる細粒砂が堆積する（西村ほか，1995）。シルト質の黒

色頁岩にふくまれる泥のパッチは，生物の活動によって形成されたものと推定される。

堆積相D

しばしば，貝化石層を含む黒色頁岩からなる。平行葉理やカレントリップルがみられ，黄鉄鉱を含んでいることも

ある。

堆積環境　エスナュアリーの中央堆積盆（Fig．5）

貝化石層は，汽水棲の動物化石から構成され，掃き寄せ
られた産状を示している。このことから，公文・加納

（1991）は，比較的砕屑物供給の少ない河口域の堆積環境

を推定している。堆積相Dのあいだに，堆積相F（蛇行河

川）がはさまれる分布状態から，とくにエスナュアリーの

中央堆積盆が推定される。

堆積相E

砂質分の多い不淘汰なシルト質頁岩と泥質分の多い細粒
一中粒の砂岩からなる。平行薬理やコンボリュート葉理，

カレントリップル，ウェーブリップルがみられる。直径

Fig．5　エスチュアリーの堆積物分布．Reinson（1992）

より引用。河口に発達するエスチュアリーは，陸側か

ら，河川の影響を受ける場所・河川と海の両方の影響

を受ける場所・海の影響を受ける場所の3つの部分が

あり，堆積物も同じように影響を受ける。

海
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0．5cm－1．5cm位の砂や泥のつまった生痕化石が頻繁にみられ，U字型をした生痕化石やストライプの発達した生痕化

石（Fig．10）もみられる。植物片や材化石（Fig．12）など炭質物がたくさん含まれ，保存の良い植物化石がふくまれ

ることがある。一方，貝化石は，層準や場所によって産出するものが異なり，Myrene（Mesocorbicura）tetoriensis，

OstleaSp．を主に産出する場所，胸jparussp．Unioogamigoensisを産出する場所などがある。大黒谷累層に代表的にみ

られ，牛丸累層上部にも認められる。

堆積環境　ラグーン

淡水棲の二枚貝化石をすることや浅海戌の生痕化石が認められることから，淡水域と海水域が入れ代わりやすいラ
グーンの環境が推定される。ラグーンは，流入する河川・潮汐平底（tidalnat）・マーシュ・潮間帯・浅海域などの

小さいスケールの多くの環境からつくられる（Rehson，1992）．そのため堆積物にも，淡水成一海水成のものが重なり

合っていると考えられる。

堆積相F

粗粒～中粒砂岩・細粒砂岩・頁岩へと上方細粒化をしめす岩相（Fig．12）と，砂岩頁岩互層とから構成される。ア
マゴ谷累層に代表的に認められ，牛丸累層・赤歩危累層・大黒谷累層にも分布する。砂岩層には，トラフ型斜交葉

理・級化構造が観察されることがある。また，砂岩層の基底やトラフの基底に，円礫・リップアップクラストがふく

まれる。上方細粒化サイクルの上部の細粒砂岩や頁岩層に，堆積相Eと同じような直径0．5cm～1．5cm位の生痕化石が

みられる。また，赤歩危累層やアマゴ谷累層では，ルートレットが観察された。材（長さ2m以上のものもある）や

植物化石が含まれる。

堆積環境　蛇行河川

粗粒砂岩から頁岩へと上方細粒化を示す小サイク）レは，流路の埋積やポイントバーの側方移動によって形成された
と考えられる。また，これにともなわれる砂岩泥岩互層は，ルートレットや植物化石を産することから，流路周辺に

存在する氾濫原に堆積したものと推定される。氾濫原と流路の組み合わせは，蛇行河川により形成されたと考えられ
る。

堆積相G

粗粒一極粗粒砂岩を主体とし，礫岩・細粒砂岩・不淘汰な頁岩が狭在する。大倉累層を構成している。粗粒砂岩に
は，大型のトラフ型斜交薬理が発達し，オーソコーツアイトなどの円礫やリップアップクラスト，大きな材化石がふ

くまれる。礫岩は基質支持で，主に良く円磨されたオーッコーツアイトからなる。礫の大きさは，直径10cm位のも

のから，30cm大にもなる。細粒砂岩や頁岩は炭質物を多くふくみ，一部でルートレットもみられる。また，上位の

粗粒砂岩にけずり込まれる様子もみられる。

堆積環境　網状河川

良く円磨されたオーッコーツアイトをふくむ粗粒砂岩は，河川の営力を強く受けており，河川のやや上流部が推定

される。まな柱状図は，Miall（1978）の網状河川の堆積物の累重のうちDONJEKTYPEに類似している。これらの

ことから，本桐は，上流域の網状河川により形成されたと考えられる。

5．堆積環境の変遷

堆積相解析の結果から，荘川村地域の手取層群の堆積過程を考察する。調査をおこなった手取層群は，河口または
ラグーンの堆積相（堆積相Dと堆積相E）と蛇行河川の堆積相Fの組合わせがみられる層準がある（Fig．4）。ラグーン

と蛇行河川がとなりあって存在する堆積システムとしては，河口域に発達するエスチュアリーが推定される（Fig．5）。
エスチュアリーは，河川と海の両方の営力が影響する場で，その堆積物は，海側の砂質堆積物（バリアーなど），中

央部の中央堆積盆またはラグーンの堆積物，陸側の河川成堆積物の3つの部分に分けられる（Dalrympleetal．，1992．，

Rehson，1992）。このようなエスチュアリーのシステムは，牛丸累層と大黒谷累層にみられる。

また，牛丸累層と大黒谷累層の上位には，蛇行河川の堆積相からなる地層（赤歩危累層とアマゴ谷累層）が重なり，

2回の大きな上方粗粒化のサイクルが認められる。一方，浅海の堆積相（堆積相A，堆積相B，堆積相C）が分布する御

手洗累層と大谷田累層の間にも，上方粗粒化サイクルが認められる。
これらの3つの上方粗粒化サイクルから，荘川村地域の手取層群の堆積過程を4つのステージに区分する（Fig．4）。

ステージ1は，牛丸累層と赤歩危累層（エスナュアリー～蛇行河川のサイクル），ステージ2は，御手洗累層と大谷

山累層，ステージ3は，大黒谷累層とアマゴ谷累層（ラグーン～蛇行河川のサイク）レ），ステージ4は，最上部の大

倉累層と別山谷累層（網状河川）にあたる。

（1）ステージ1（牛丸累層と赤歩危累層）（Fig．6－a）

牛丸累層の下部は，基盤と考えられる飛騨帯の礫をふくむ礫岩からなる。この礫岩は，礫径が大きく亜角礫である
ことから，河川戌のもので，基盤の上に刻まれた谷地形を埋積したものと考えられる。現在の海岸にみられるエスチ



梅　澤　貴　司

ステージ1前期

↓　　　　↓　　lJ∴∴∴∴↓ 

↓　　　　　J　場　　　　　　　　　　．．． 

↓↓　↓ェうチモアリー（ラグーン）．．．揚夢・ 
蛇行河IIi圭　↓※　　　．．・‘・”●’ 

！‘∴ �� ��8�H���ﾈ�ﾈ�B�

1●．．．．．＿．〟．． � ��zx�(�H�ﾈ娩�X�ﾂ�j書．ンli‰ ��定式，●“ら 
柑二二㌢」遭鱗：二二‾●登工手t継ぎ二二：ここ � 凭ﾈ耳耳�X耳�ﾈ�i?��h�h蟯� ��ﾈ���h�ﾂ� 

片麻岩・花崗岩類

ステージ2前期 

下部外‡ �62�
∠蔀吏・・ 

英一外側陸棚 

仕事タこす �1● 

′●●．．● ．〇・°，●・‘●言．． � 

i・：　　　‥、・．・・：言十十・詰：・∴・・：∴・i十・：・・・．・∴∵∵∴∵∴∵言 � 

ステージ3　前期

㌦↓ 蛇行河出：；↓↓・1－ 　ミミ 言，慈懸レ 劔凵氈ｫ．ノン．：：・ ァ蔽彩 ’・●． 

！：予言・・・ 凵氈怐� ●●●● �� 凵D● 

！∴∴。．． 　・●●・ ��′●●． �� 倡��Hx��H�SH�H�ﾈ�H�������x�ﾈ�h�X�H�X�H�B�

ステージ4　　山地 　　　　　ヽ．・．●．●．●．●．●．●．●．●．●・ 　　　　　　　●●●●●●● 

∴・∴・．　　・・緩． ●● ．・：・：：：：：：：：：：：：：：：：：：：．．一・●；”・：網韓川・‘・‘鬱●∴言‘‘“ 

．・．・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：‘‘・：・：・・‘↓名護．‥：● 
………∴・∴・．・‥‥．？・・　↓’端・．”・●・ 

子．●∴・；．十。∴∴∴∴？・：点・・∴言．・．．。． ��y�X�X�X�H�X�����X�ﾂ��h�ﾈ�H�ﾂ�

l∴　　　　　　．．‥．∴∴’∴ 

ステージ1後期

↓　′　　　↓　　　　｝↓・・ 

J　　　　　　　　　　　　J 

↓ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　●● 

▼∴∴∴∴J　　　　　　　　　　　　l 

↓∴亀　，蛇行河川′年「酸　・・雷 
、‥　‘・‘∴・・・・．∴∴：∴・‘・’・・・・・・・．・∴・・・・ 劔‘10′9● ●●● 

・：”：∴．・．．こ．言・・、・．・・ 

h“・．′主立l売・．主も：｛：ri ��ﾈ���ﾈ���ﾈ���ﾈ���ﾈ��耳��耳���ﾈ���ﾂ�〃ゝ ����ﾈ���ﾈ�ﾈ�B��X*ｸ,H�h���●●′ 

・二軸．●どこ二二輯：二二二一 �ｨ�ﾈ�H耳�X+�+�?�?�?��X4i?�蓼��+��h6ｩ?�ﾜｸ6ｨ�ｲ�　、 ��ﾈ�ﾈ�h�ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾈ�ﾂ�

ステージ2　後期

．二；詐∴側醐 
；／ 

●● 1●●・・・● ��X�H�ﾈ�x�H�H�H�H�H�ﾂ� 

ステージ3　後期

1●　　∴∴．　　・ 

・I・．I　t・：・・・・・ 　し，（、　↓ ：↓　蛇行河出 

●●●●－●　● ヽii、・　　　　　　　●． 剪�����ﾈ�ﾈ���ﾂ�

●●●●●● 　ヽ…●＿ ��ﾈ���ﾂ� � 

Fig．6　堆積環境の変遷



岐阜県荘川村に分布する手取層群の堆積相と堆積環境 81

ユアリーの多くは，第四紀の氷河性海水準変動と関係し海水準が低下したときにつくられた谷が，海水準が上昇する

ことで水没し，形成されたと言われる（Dalrympleetal．，1992）。牛丸累層上部のエスチュアリーも，基盤の上に発達し

た河川が水没し，生じたものと考えられる。

ステージ1の後期，赤歩危累層には堆積相Fが分布し，蛇行河川の環境に移り変わる。エスチュアリーは，陸側から

の堆積物が海側に前進し，中央堆積盆は埋積される。本ステージの大きな上方粗粒化のサイクルは，エスチュアリー

が陸側から河川の影響で埋積され，沖積平野に変わっていった結果形成されだと推定される。

（2）ステージ2（御手洗累層と大谷山累層）（Fig．6－b）

ステージ2前半の御手洗累層は，堆積相A（上部外浜一前浜）・堆積相B（内側陸棚～下部外浜）・堆積相C（外側

陸棚）からなり，全体としてやや深い浅海の環境が広がっていた。ステージ2後期の大谷山累層は，堆積相Aと堆積

相Bからなり，浅い海の環境が続いた。

（3）ステージ3（大黒谷累層とアマゴ谷累層）（Fig．6－C）

ステージ3前期の大黒谷累層は，堆積相E（ラグーン）・堆積相F（蛇行河川）が分布し海と河川の境界付近に堆積

したものと推定される。ラグーンは大きな河川ともつながりを持ち，エスチュアリーも発達していたと推定される。

ステージ3後期，アマゴ谷累層には主に堆積相F（蛇行河川）が分布している。ステージ1の赤歩危累層と同様に，

沖積平野の前進によってエスチュアリーやラグーンが埋積された過程が示唆される。

（4）ステージ4（大倉累層と別山谷累層）（Fig．6－d）

ステージ4の大倉累層では，網状河川（堆積相G）がひろがり，これまで海と河川の境界部付近だった堆積の場が，

より内陸側に移動したことを示す。これは相対的な海水準の低下に起因したものと推定される。堆積相G（網状河川）

と同様の岩相は，富山県の有峰湖から岐阜県の神岡町に分布する手取層群にもみられ，竹内・滝沢（1991）では，扇

状地末端の堆積環境を推定している。調査地域では，大倉累層から別山谷累層にかけて堆積相G（網状河川）から堆

積相F（蛇行河川）への変化が認められる。これと同様な変化は，有峰湖から神岡町にかけての手取層辞でも石徹白
亜層辞に認められる（竹内・滝沢，1991）。

6．まとめ

1．荘川村地域の手取層群を，岩相および化石相から7つの堆積相に区分した。堆積構造や堆積相の積み重なりか

ら，外側陸棚から前浜までの浅海域，エスチュアリー，ラグーン，蛇行河川，網状河川の堆積環境に対応していると

推定される。

2．調査地域の手取層群には，大きな上方粗粒化サイクルが3回認めらた。これをもとに4つのステージに区分し，

堆積過程を考察した。ステージ1では，はじめ基盤に発達した谷が水没し，エスチュアリーが形成された。後に，エ
スチュアリーは蛇行河川により埋積され，上方粗粒化サイクルが形成された。ステージ2は，外側陸棚から前浜まで

の浅海域がひろがった。ステージ3は，ステージ1と同じようにラグーン，エスチュアリーから蛇行河川へのサイク

ルで形成された。ステージ4は，堆積の場が上流側へ移動し，網状河川・蛇行河川が発達した。

3．荘川村地域の手取層辞の堆積した場所は，基本的に海と河川の境界部であり，エスチュアリー（ラグーン），

浅海，エスチュアリー（ラグーン），河川上流側へと移り変わった。調査地域の手取層群は，大きな海進一海過のサイ

クルで形成されたことが考えられる。
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Fig．7　牧戸の国道わきに露出した牛丸累層下部の礫岩層

Fig．8　堆積相Bにみられるウェーデ）ップル（大谷山累層　松山谷）

Fig．9　堆積層Bにみられるハンモック状斜交層理，左上には生痕化石がみられる（大谷山累層　松山谷）

Fig．10堆積層Eにみられる生痕化石（大黒谷累層　尾上郷川東俣）

Fig．11堆積層Eにみられる材化石（大黒谷累屑　屋上郷川東俣）

Fig．12推積層Fの上方細粒化の小サイクルを持つ砂岩（大黒谷累層　尾上郷川）


